










 次に、この塗装工程における移動・排出量を算出することにします。これを表 12 に示し

ました。 
 

表 12 塗装工程での対象物質の取扱量と排出・移動量 
 

  計算根拠 量(ｋｇ／年) 

Ⅰ 取扱量 塩基性珪酸鉛 =Ａ×含有率 0.04×鉛含有係数 0.486 Ⅰ① 87.5

    キシレン  =Ｂ×含有率 0.05 Ⅰ② 750.0

    ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉｴﾁﾙｴｰﾃﾙ =Ｂ×含有率 0.10 Ⅰ③ 1,500.0

    亜鉛( Zn )  =Ｃ×含有率 0.08 Ⅰ④ 192.0

    ﾆｯｹﾙ（Ni ）   =Ｃ×含有率 0.02 Ⅰ⑤ 48.0

    ﾏﾝｶﾞﾝ（Mn )  =Ｃ×含有率 0.02 Ⅰ⑥ 48.0

Ⅱ 排出量 キシレン         

  1.大気への  乾燥炉 =Ⅰ②×0.03（排出係数） Ⅱ② 22.5

     排出  脱臭装置 =Ⅰ②×0.07（排出移出係数） Ⅱ② 52.5

     *排出係数は塗装業界データによる  計 75.0

    ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉｴﾁﾙｴｰﾃﾙ       

     乾燥炉 =Ⅰ②×0.03（排出係数） Ⅱ③ 45.0

     脱臭装置 =Ⅰ②×0.07（排出移出係数） Ⅱ③ 105.0

      *排出係数は塗装業界データによる  計 150.0

  2.公共用水 ＝０          

    への排出          

  3.土壌への排出 ＝０        

  4.埋立処分 ＝０        

Ⅲ 移動量            

  1.下水道への ＝０        

    移動         

  2.当該事業所 塩基性珪酸鉛  =Ⅰ①－廃棄物持出率(Ⅰ①×0.9） Ⅲ① 8.8

  の外への移動 キシレン  =Ⅰ②－廃棄物持出率(Ⅰ②×0.1） Ⅲ② 675.0

    ｴﾁﾚﾝｸ゙ﾘｺー ﾙﾓﾉｴﾁﾙｴー ﾃﾙ =Ⅰ③－廃棄物持出率(Ⅰ③×0.1） Ⅲ③ 1,350.0

    亜鉛( Zn ) =Ⅰ④－廃棄物持出率(Ⅰ④×0.7） Ⅲ④ 57.6

    ﾆｯｹﾙ（ Ni ） =Ⅰ⑤－廃棄物持出率(Ⅰ⑤×0.7） Ⅲ⑤ 14.4

    ﾏﾝｶﾞﾝ（ Mn ) =Ⅰ⑥－廃棄物持出率(Ⅰ⑥×0.7） Ⅲ⑥ 14.4

      *持出率は塗装業界データによる     

 
注：ここに示す含有率及び含有係数は MSDS からの値で排出量・移動量に関する係数は 
  塗料業界のデータに基づいて作成したものです。廃物持ち出しの移動量は各事業所で 
  異なると思われますのでご注意下さい。 
※本マニュアル発行（平成１４年３月）の際に表１２は欠落しております。 
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